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Autonomous Data Warehouseで
データドリブンをはじめよう

⽇本オラクル株式会社
Autonomousクラウド事業統括
ソリューション・エンジニアリング本部
戦略クラウドソリューション部
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以下の事項は、弊社の⼀般的な製品の⽅向性に関する概要を説明する
ものです。また、情報提供を唯⼀の⽬的とするものであり、いかなる
契約にも組み込むことはできません。以下の事項は、マテリアルや
コード、機能を提供することをコミットメント（確約）するものでは
ないため、購買決定を⾏う際の判断材料になさらないで下さい。オラ
クル製品に関して記載されている機能の開発、リリースおよび時期に
ついては、弊社の裁量により決定されます。
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OracleとJavaは、Oracle Corporation 及びその⼦会社、関連会社の⽶国及びその他の国における登録商標です。
⽂中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。
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ハンズオン︓環境

Oracle Analytics
Cloud (OAC)

Autonomous Data 
Warehouse (ADW)

利⽤者

Oracle Cloud

⼀般的なブラウザでセルフBI
機能を利⽤

ローカルのExcelファイルを登録
して分析データとして利⽤する
こともできます

データ①
CUSTOMER表
顧客データ

データ②
RFM表
購買データ
(RFM分析⽤)
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ハンズオン︓内容と順番

4

準備
ADWへの『接続』を作成

※ ADW= Autonomous Data Warehouse (データベース)

データセットを作成
①ADWの『CUSTOMER』

プロジェクトの作成
（ちょっと⾒てみる）

データセットを作成
②ADWの『RFM』 プロジェクトの作成と保存 様々な可視化

１

２ ３

６５４

１ ６〜 の順に実施します

概要︓
• 今回のハンズオンテーマは「購買分析」
• 2つのデータ・ソースを結合して分析します
• 扱うデータは「顧客データ」と「購買データ」
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ハンズオン︓完成形

5
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準備
Autonomous Data Warehouseへの『接続』を作成

6
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ü Autonomous Data Warehouse 資格証明ファイル(ウォレット・ファイル)をダウンロードします
ü Oracle Cloud Infrastructureのホーム画⾯の『Autonomous Data Warehouse』を選択

7

Autonomous Data Warehouseと接続する『接続』を作成

１

2

今回は、この手順はすでに実施済みです
PCのデスクトップ上のファイルを使用します

MYADW                     

３

４
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ü Analytics Cloudのホーム画⾯上端右『作成』>『接続』
ü 『接続の作成』から接続タイプとして『Oracle Autonomous Data Warehouse』を選択

8

Autonomous Data Warehouseと接続する『接続』を作成

２

３

１
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ü 『接続の作成』画⾯で、Autonomous Data Warehouseに対する接続情報を指定の上『保存』をクリック

ü接続情報

9

Autonomous Data Warehouseと接続する『接続』を作成

項⽬名 ⼊⼒する内容 意味
接続名 myadw 任意の接続名称
説明 （空欄） この接続に対する任意の説明
クライアント
資格証明

ダウンロードしたzipファイ
ルを指定
またはドラッグ＆ドロップ

接続に必要な資格証明ファイル

ユーザ名 <別途ご案内> DBユーザ名

パスワード Welcome1234## DBユーザのパスワード

サービス名 myoraadw_low ダウンロードしたzipファイルに含まれる
tnsnames.oraに記載されているサー
ビス名(service_name)

２

１
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データセットを作成
Autonomous Data Warehouse にあるテーブル

①︓テーブル名『CUSTOMER』

10
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ü 先に作成した接続を使って、Autonomous Data Warehouseに接続し、データ・セットを作成することができます
ü Analytics Cloudのホーム画⾯上端右『作成』>『データセット』
ü 『データセットの作成』から先に作成した接続を選択

接続のリストから、作成済みの接続名
『myadw』を選択

11

データセットの作成①

１

3

2
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ü『データセット作成』画⾯に表⽰されている接続可能なデータベース・スキーマの中から選択

12

データセットを作成①

DBUSERXX

１ <別途ご案内>する、データベース・スキーマをクリック
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üデータ・セットとして取り込むテーブルと列を選択（『CUSTOMER』テーブルの全ての列を選択）
ü『プレビュー・データの取得』をクリック

「プレビュー・データの取得」を
クリック

13

データセットを作成①

１

2

3

テーブル名を
クリック

列は全て
追加する
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ü『データ・アクセス』を『ライブ』に変更し、『追加』

14

データセットを作成①

「ライブ」を選択

１

2

3

データセットは
この名前になりますクリック クリック

ライブを選択すると、常にデータベースに検索リ
クエストを発⾏します。常に最新情報が必要な場
合やAutonomous Data Warehouseのような⾼
速データベースを使⽤する場合は、こちらを選択
します。
⾃動キャッシュを選択すると、必要に応じて取得
した結果をキャッシュします。これにより検索速
度が安定します。
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üCUSTOMERデータ・セットが作成できました
üホーム画⾯に戻ります

15

データセットを作成①

１

ナビゲータアイコンを
クリック

２

左側に現れるメニューか
ら「ホーム」をクリック

データセットの名前

１ をクリックすることで、右側のメニュー（ ）の表⽰/⾮表⽰が切り替わります２
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プロジェクトの作成
（ちょっと⾒てみる）

16
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ü Analytics Cloudのホーム画⾯上端右『作成』>『プロジェクト』

17

プロジェクトの作成

３

１

2
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ü データセットとして『CUSTOMER』を選択し、『プロジェクトに追加』します

18

プロジェクトの作成（データセットの選択）

１

２

クリック
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ü⾒たい情報をマウス操作で可視化していきます
ü『職業』と『⼈数』を選択し、右側の「ビジュアライゼーションまたは・・・」と書かれた領域にドラッグ＆ドロップします

19

プロジェクトの作成（可視化）

３
１

2

「職業」をクリック

Ctrlキーを押下しながら
「⼈数」をクリック

Ctrlキーを押下し選択することで、複数選択できます。

「職業」と「⼈数」の２つを選択して、右側の領域に
ドラッグしています

このあたりにマウスを置
いて右側にドラッグ

ドラッグ時に
2つ選択できている状態
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ü『職業』ごとの『⼈数』が表⽰されました（ X軸︓職業、Y軸︓⼈数）
ü⾒たい軸を変更したり、ビジュアライゼーションを変更することが出来ます（ここではX軸を『都道府県』に変更しています）

20

プロジェクトの作成（可視化）

１

X軸を「都道府県」に変更します
「都道府県」をクリック

今回は⾃動で『棒グラフ』が
選択されています

『職業』に重なるようにドラッグし
（⾚✕と緑＋ 状態になったことを確
認）マウスを離します

２
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üプロジェクトを終了します（今回は保存せずに終了します）

21

プロジェクトの作成

１

＜（戻る）をクリック

2
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データセットを作成
Autonomous Data Warehouse にあるテーブル

②︓テーブル名「RFM」

22
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(ご参考) 購買履歴の分析について︓RFM

• 顧客分析の⽅法の⼀例︓RFM分析
– RFM = Recency / Frequency / Monetary
– 「最新購買⽇」「購買頻度」「累積購買⾦額」の

3軸で顧客の購買⾏動を分析する⽅法

• データを分析し、キャンペーン施策に役⽴てたい
– 優良顧客は︖⾒込み優良顧客は︖
– 離反しそうな顧客は︖

23

R
:

最
新

購
買

⽇
ラン

ク

F: 購買頻度ランク

M
:

累
積

購
買

⾦
額

ラン
ク

新規
顧客

離反顧客

優良
顧客

※ここではランクが⾼いほどロイヤリティが⾼い、と定義しています
（最近購⼊してくれた、購⼊頻度が⾼い、累積購買⾦額が多い）
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ü データセット①の⼿順と同様に、作成していきます
ü 先に作成した接続を使って、Autonomous Data Warehouseに接続し、データ・セットを作成することができます

ü Analytics Cloudのホーム画⾯上端右『作成』>『データセット』
ü 『データセットの作成』から先に作成した接続を選択

接続のリストから、作成済みの接続名
『myadw』を選択

24

データセットを作成②

１

3

2
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ü『データセット作成』画⾯に表⽰されている接続可能なデータベース・スキーマの中から選択

25

データセットを作成②

DBUSERXX

１ <別途ご案内>する、データベース・スキーマをクリック
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üデータ・セットとして取り込むテーブルと列を選択（『RFM』テーブルの全ての列を選択）
ü『プレビュー・データの取得』をクリック

「プレビュー・データの取得」を
クリック

26

データセットを作成②

2

3

１

テーブル名を
クリック

列は全て
追加する
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ü『購買⾦額平均』列と、『購買頻度平均』列のプロパティを確認
üどちらも集計⽅法を『平均』に変更する

27

データセットを作成②

１

『購買⾦額平均』を
クリック

２

『購買⾦額平均』の
集計を『平均』に変更
（クリックして変更）

列名 処理形式 データ型 集計
購買⾦額 メジャー 数値 合計
購買⾦額平均 メジャー 数値 平均
購買頻度 メジャー 数値 合計
購買頻度平均 メジャー 数値 平均

３

『購買頻度平均』を
クリック

４

同様に『平均』に変更
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ü『データ・アクセス』を『ライブ』に変更し、『追加』

28

データセットを作成②

『ライブ』を選択

ライブを選択すると、常にデータベースに検索リ
クエストを発⾏します。常に最新情報が必要な場
合やAutonomous Data Warehouseのような⾼
速データベースを使⽤する場合は、こちらを選択
します。
⾃動キャッシュを選択すると、必要に応じて取得
した結果をキャッシュします。これにより検索速
度が安定します。

１

2

3

データセットは
この名前になりますクリック クリック
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üRFMデータ・セットが作成できました
üホーム画⾯に戻ります

29

データセットを作成②

１

ナビゲータアイコンを
クリック

２

左側に現れるメニューか
ら「ホーム」をクリック

データセットの名前

１ をクリックすることで、右側のメニュー（ ）の表⽰/⾮表⽰が切り替わります２
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プロジェクトの作成と保存
２つのデータソースを使⽤するプロジェクト

30

• ２つのデータソースを追加する
• データソースを、結合キーを指定して結合する
• ビジュアライゼーションの作成・カスタマイズ
• 各部の名称
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ü Analytics Cloudのホーム画⾯上端右『作成』>『プロジェクト』

31

プロジェクトの作成

３

１

2
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ü データセットとして『CUSTOMER』を選択し、『プロジェクトに追加』します

32

プロジェクトの作成（データセットの選択）

１

２
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ü ２つ⽬のデータセットを追加します
ü 『＋』＞『データセットの追加』から『RFM』を選択

33

プロジェクトの作成（データセットの選択）

１

３

２

４
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ü 『準備』＞『データ・ダイアグラム』から、結合を追加

34

プロジェクトの作成（２つのデータセットを結合）

１

３

２

マウスをこのあたりに
合わせて⻘丸をクリック

４

クリック
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ü 『RFM』・『CUSTOMER』ともに、それぞれ『顧客ID』を指定し、結合

35

プロジェクトの作成（２つのデータセットを結合）

１ ２

３
クリックして
『顧客ID』を選択

同様に

『OK』で結合が
作成されます
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ü『ビジュアル化』をクリックしキャンバス画⾯に戻ります
ü『⼈数』と『年代』を選択し、右側の「ビジュアライゼーション・・・」と書かれた領域にドラッグ＆ドロップします

36

プロジェクトの作成（可視化）
１

４

２

３

「⼈数」をクリック

Ctrlキーを押下しながら
「年代」をクリック

Ctrlキーを押下し選択することで、複数選択できます。

『⼈数』と『年代』の２つを選択して、右側の領域に
ドラッグしています

このあたりにマウスを置
いて右側にドラッグ
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ü選択内容から、⾃動的に棒グラフが選択され、X軸に『年代』、Y軸に『⼈数』となるビジュアライゼーションが作成されました

37

プロジェクトの作成（可視化）
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クリック

üプロジェクトを『購買分析ハンズオン』という名前で保存します

38

プロジェクトの保存

１

2

3
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A マーク︓属性
＃ マーク︓メジャー

アプリ上部に表⽰される
フィールドを切り替えて
利⽤

準備︓
データの準備

ビジュアル化︓
分析を作成・編集・保存

解説︓
グループメンバーと共有

「CUSTOMER」を参照

選択している項⽬の
プロパティを表⽰

「マイ計算」では関数
を利⽤して、新たな
データ項⽬を作成可能

「データ要素」タブ︓
データ・ソースのデータ項⽬の状況
確認・編集
※ドラッグ＆ドロップ操作可

「ビジュアライゼーション」タブ︓
使⽤可能なビジュアライゼーション
を⼀覧
※ドラッグ＆ドロップ操作可

「分析」タブ︓
統計解析を利⽤可能
※ドラッグ＆ドロップ操作可

39

プロジェクト（各部の名称）
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プロジェクト（各部の名称）
※ビジュアライゼーションが複数ある状態

︓ビジュアライゼーション

︓キャンバス

それぞれのビジュアライゼーションに対する操作は、
⼀度クリックして、そのビジュアライゼーションが

アクティブな状態で⾏う
※⻘枠で囲われた状態がアクティブ

キャンバス名

UNDO
ボタン

キャンバスの追加
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ü必要に応じて、ビジュアライゼーションのプロパティ（ここではタイトル）を、変更します

41

ビジュアライゼーションのカスタマイズ

タイトルの「⾃動」をクリックして、
「カスタム」に変更し、⼊⼒

１

ビジュアライゼーションのタイトル
（⾃動で表⽰されている）これを変更したい

2

タイトル以外にも様々なプロパティを変更できる
例）
・X軸Y軸の最⼤値・最⼩値の指定
・凡例表⽰⽅法
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様々な可視化

42
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üお客様の年代によって、『購買⾦額Mランク』に特徴があるかどうかを確認します
ü『積み上げ棒』に変更し、『⾊』に『購買⾦額Mランク』を追加することで、

各年代での内訳が確認できます

43

Q. 顧客の年代と購買⾦額の関係は︖

2

クリック
3

4

積上げ棒を
クリック

項⽬が⾒えない場合は
ここをクリックして開く

購買⾦額Mランクを
⾊にドラッグ

『購買⾦額Mランク』を切り⼝に追加すると︓
M5ランク（購買⾦額が最も⾼いランク）は、
30代と40代では他の年代と⽐較して多いことが
わかりました

たくさん買ってくれるお客様は
30代・40代に多い︕

１
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üキャンバスに、新しいビジュアライゼーションを追加します
ü『購買頻度Fランク』『最新購買⽇Rランク』『⼈数』を基に分析をはじめます

44

Q. 購買頻度や最新購買⽇を軸に分析

RFMの下の
『購買頻度Fランク』
『最新購買⽇Rランク』
『⼈数』
の３つを選択
（Ctrlキーで複数選択）

既存のビジュアルの
左側にドラッグ
（⻘い太線が表⽰されたと
ころでマウスを離す）

2

１

失敗例︓ドラッグ先が違う（⻘い太線が表⽰されていない）
この例では、既存のビジュアライゼーション上にドラッグして
いるので、既存のビジュアライゼーションに項⽬を追加する
意味になる
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üビジュアライゼーションを『ピボット』に変更し、内容を整えます

45

Q. 購買頻度や最新購買⽇を軸に分析 クリックしてこのビ
ジュアルをアクティ
ブ状態（⻘枠）に

１

２

各項⽬をこの状態になるよう⼊れ替える
列︓『購買頻度Fランク』
⾏︓『最新購買⽇Rランク』
値︓『⼈数』

『ピボット』に変更

３

⾊に『購買⾦額』を追加
4
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ü内容を確認します

46

Q. 購買頻度や最新購買⽇を軸に分析

『購買頻度Fランク』と『最新購買⽇Rランク』で
それぞれのランクにいる⼈数を表⽰しています︓
優良顧客の⼈数は︖
最近来てくれていない（＝R1）顧客の⼈数は︖

例︓休眠顧客を対象に送料無料キャンペーンを
⾏いたいが、対象⼈数を把握できることで
キャンペーンコストの試算に役⽴つ

※最近来ていない（＝R1）が、
昔は頻繁に来てくれていた（＝F3）顧客は 105人
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ü新しくビジュアライゼーションを作成します
üプロパティを指定します（数値書式を『通貨』にして、通貨『JPY/¥』、⼩数『なし』に）

47

Q.購買⾦額平均は︖

１

既存のビジュアルの
左側にドラッグ
（⻘い太線が表⽰されたと
ころでマウスを離す）

2

３ プロパティの指定
『購買⾦額平均』
をクリック
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ü新しくキャンバスを追加します（追加後、任意ですが 『都道府県別』という名前をつけます）
üCUSTOMERの『都道府県』、RFMの『購買⾦額』から、以下のようなビジュアライゼーションを作成します

48

Q.都道府県別の購買⾦額の傾向は︖

『購買⾦額』を都道府県別に合計しています︓

東京都の購買⾦額が最も多いが・・・
顧客の⼈数が多いだけかもしれない

？

１
クリックしてキャンバスを追加

２

３
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ü別のビジュアライゼーションを右側に作成します
üCUSTOMER『都道府県』、RFM『購買⾦額平均』『⼈数』から、⾚枠内のように作成します

49

Q.都道府県別の購買⾦額の傾向は︖

『⼈数』『購買⾦額平均』を都道府県別に表⽰（右側）

東京都は『購買⾦額平均』（=折れ線）だと、
他と⼤差はなさそう
『⼈数』（＝棒）は極めて多い

値（Y軸）の項⽬ 表⽰ Y2軸？

⼈数 棒
購買⾦額平均 折れ線 ✔
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ü『購買⾦額平均』でソートしてみます
üメニューアイコン ＞ ソート ＞ 都道府県 / 購買⾦額平均 ⾼から低

50

Q.都道府県別の購買⾦額の傾向は︖

『購買⾦額平均』でソート︓

第1位の都道府県（⼭梨県）の購買⾦額平均は
2位以下と⽐較し際⽴って⾼いことが、ソート
することで⾒えてきました

１

マウスをあてて
メニューを表⽰
してクリック

２

３
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Autonomous Data Warehouseで
データドリブンをはじめよう

51
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本⽇のハンズオン内容

• インターネット通販を⾏う⼩売業

• インターネット販売に関連するデータを分析したい
–購買履歴データ
–⾏動履歴データ
• キャンペーンメールを開封した、

フォームをSubmitした、などの⾏動履歴
–キャンペーンのコストや実績データ
–顧客属性（顧客マスタが持つ年齢、性別など）

52

ECサイト︓オラクルミラクル・ショッピング（仮名）を想定

今⽇使⽤したデータ
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マーケティング業務におけるプロセス設計の例

53

データドリブンで実現するカスタマー・エクスペリエンスの向上

クリック
商品ページ
アクセス

カート 決済 リピート 優良顧客インプレッ
ション

カート落ち商品への
マーケティング

見込み優良顧客への
マーケティング

お買い忘れは
ありませんか？

あなたに
お薦めの
商品です

配信 開封 クリック CV

メルマガ・キャンペーンA

メルマガ・キャンペーンB

チャネル：メールマガジン

配信 開封 クリック CV

休眠顧客への
マーケティング

送料無料
キャンペーン

購買傾向の
分析

購買層の
分析

機械学習で
ターゲッティング各種KPIの

分析

データの
入手と
加工

併売分析

Web
行動履歴
の分析

マーケティング
コストの分析
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データがあれば x 分析ができれば

54

データ活⽤で実現するデータドリブンな世界

購買データ

顧客マスタ

過去
キャンペーン結果

⾏動履歴

マーケティング業務でのデータ活⽤例

満⾜度
アンケート

部⾨マスタ売上データ

出退勤時刻 出張旅費

働き⽅改⾰でのデータ活⽤例



Copyright © 2019, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.  | 55

データ活⽤のための分析基盤

環境構築に
時間を

かけたくない

費⽤が気に
なる・・

データ活⽤は
したいけど
運⽤が⼼配

Autonomous Data Warehouse
で解決
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üデータベース名、OCPU数、サイズ、管理者パスワードなどを⼊⼒するだけ

Autonomous Data Warehouseを作成

１

2

56

3

データベースの名前

OCPUの数とストレージサイズ

管理者パスワード

ライセンスタイプ

ワークロードの種類
(Autonomous Data Warehouseの
場合はデータウェアハウスを選択）

４

「Autonomous Databaseの作成」
をクリック
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Autonomous Data Warehouse お客様の声

“Autonomous Data Warehouse 
Cloudにより Hertzは運用コストを
削減し、その分を我々の顧客サー
ビスやリワードの拡充に振り向け
ることが可能になります”

“パフォーマンスの一貫性は多くのビ
ジネスユーザーにとって重要です。
Autonomous Data Warehouse Cloud
によって人的ミスによるクエリー・パ
フォーマンスへの影響を排除するこ
とが可能になります。”

“人間が生きるに当たって時間が
すべてです。Autonomous Data 
Warehouse Cloudが自分自身で
チューニングを行いダウンタイムが
ないことは我々にとっても我々の
患者にとっても重要なことです。”

運⽤に⼈⼿をかけない ⼈的ミスがなく安⼼ パフォーマンスチューニング不要
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Autonomous Data Warehouse 

58

データウェアハウスのための⾃律型データベース・クラウド

簡単な設定ですぐにDBが利⽤可能に
チューニング不要

パッチ適⽤やバックアップの⾃動化簡単

Exadataのテクノロジーを最⼤限活かした⾼速性能
パフォーマンス

初期投資不要、使った分だけの課⾦
CPUやストレージは稼働中に拡張・縮退可能

ピーク時にリソースを増やす・不要時に停⽌など柔軟柔軟性
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付録︓
Autonomous Data Warehouseへの

データロード⽅法

59
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参考情報

• Autonomous Data Warehouse Cloud ハンズオン資料で
詳細をご案内しています
– Autonomous Data Warehouse インスタンス作成
– SQL Developerからの接続やデータロード⼿順
–Object Storageを使⽤したデータロード⼿順
– https://speakerdeck.com/oracle4engineer/autonomous-data-warehouse-cloud-

handson-ji-chu-bian

Autonomous Data Warehouseへのデータロード⽅法

60

https://speakerdeck.com/oracle4engineer/autonomous-data-warehouse-cloud-handson-ji-chu-bian
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Oracle Digitalは、オラクル製品の導⼊をご検討いただく際の総合窓⼝。
電話とインターネットによるダイレクトなコミュニケーションで、どんなお問い合わせにもすばやく対応します。

もちろん、無償。どんなことでも、ご相談ください。




